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(題字:小林子業主先生番)

住
宅
事
情
等
に
よ
り
¥
葬
犠
等
が
自

宅
に
お
い
て
出
来
な
い
方
も
多
/
¥
¥
斎

場
の
整
備
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
だ
町
営
斎
場
建

設
工
事
ガ
篇
工
さ
れ
ま
し
だ
。

建
設
工
事
仁
先
だ
っ
て
¥
去
る
旬
月

何
百
(
金
)
に
建
設
地
の
藁
地
公
睡
で
工

事
関
部
者
、
か
到
席
す
る
な
か
で
¥
安
全

祈
願
祭
ガ
行
わ
ね
町
内
町
長
、
か
寸
工
イ
¥

工
ィ
L

と
気
合
と
共
に
鍬
入
を
行
い
斎

場
建
設
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
だ
。

式
後
、
竹
内
題
長
、
ガ
コ
長
年
仁
わ
だ

り
町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
よ
り
着
工

の
運
び
と
な
っ
だ
¥
工
事
ガ
無
事
故
で

立
派
に
完
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
し
と
撲
拶
し
ま
し
だ
。

建
物
は
¥
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ト
造
り

平
震
建
ぺ
1

、
2
9
3平
方
米
。
式
場
は

収
容
人
員
約
7
4
8席
¥
祭
壇
は
電
動

ロ
甑
顎
台
で
各
宗
派
に
よ
る
祭
壇
を
設

置
す
る
こ
と
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

外
に
侍
合
室
¥
ロ
ビ
l
¥
売
臣
、
管

理
事
務
所
¥
従
業
員
控
室
、
意
康
¥
便

所
。
重
に
式
場
の
様
子
を
モ
ニ
タ
ー
テ

レ
ビ
を
口
ピ
i
に
設
置
。
本
体
工
事
費

は
4
罷
6
呂
町
万
円
で
株
木
建
設
株
式

会
社
・
水
戸
支
巴
ガ
施
土
¥
来
年
の

3

月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
施
設
ガ
¥
故
人
を
昭
び
山
の
や

す
ら
ぎ
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

関〕車寄〔平

A完成模型〔斎場(左側)と既存の火葬場(右側)) 

大洗町議寄場建設工事

大洗町磯浜町5786番地内

@鉄筋コンクソート造(平震建)

@延床誼積…・一1089.96rri

@建築面積…一1292.54rri

①工事名

①工事場所

①工事概要

&斎場建設敷地

し
ぐ
れ
は
「
時
雨
」
と
書
き
ま
す
。

晩
秋
か
ら
初
冬
の
こ
ろ
、
突
然
に
降

っ
て
く
る
通
り
雨
で
、
か
過
ぐ
る
8

が

語
源
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
西
の

季
節
風
が
連
山
に
当
た
っ
て
吹
き
上

が
る
と
、
空
気
が
冷
え
て
雲
に
な
り
、

し
ぐ
れ
に
な
る
の
で
、
山
地
や
山
沿

い
の
地
方
に
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
し

ぐ
れ
は
陰
暦
の
十
月
に
多
い
の
で
、

こ
の
月
を
「
時
雨
月
」
と
も
い
い
ま

す
。
俳
句
で
は
冬
の
季
語
で
す
。

し
ぐ
れ
は
、
涙
に
た
と
え
ら
れ
ま

安
可
「
し
ぐ
れ
心
地
」
と
い
う
の
は
、

し
ぐ
れ
が
降
ろ
う
と
す
る
と
き
の
空

模
様
で
、
一
仮
を
も
よ
お
す
心
地
の
こ

そ
で

と
を
い
い
ま
す
。
「
袖
の
し
ぐ
れ
」
と

い
う
の
も
、
一
俣
の
こ
と
で
す
。
一
方
、

「
川
音
の
し
ぐ
れ
」
「
松
風
の
し
ぐ
れ
」

「
せ
み
し
ぐ
れ
」
な
ど
は
、
し
ぐ
れ

の
音
を
連
想
し
た
一
言
葉
で
す
。

ま
た
、
お
い
し
い
し
ぐ
れ
も
あ
り

ま
す
。
は
ま
ぐ
り
の
む
き
身
を
、
シ

ョ
ウ
ガ
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
の
風
味

を
効
か
せ
て
つ
く
だ
煮
に
し
た
も
の

が
H

し
ぐ
れ
ヘ
一
一
一
重
県
桑
名
の
名

物
で
す
。
陰
暦
十
月
十
二
日
(
現
在
の
十
一

月
二
十
五
日
ご
ろ
)
は
、
し
ぐ
れ
忌

i
l俳
人
・
芭
蕉
の
命
日
で
て
か
旅

人
士
わ
が
名
呼
ば
れ
ん
初
時
雨
。

な
ど
、
芭
蕉
の
し
ぐ
れ
の
勾
が
残
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
毎
年
十
一
汚
一
日
は

「
灯
台
記
念
日
」
で
す
。
明
治
元
年

に
は
じ
ま
っ
た
洋
式
灯
台
の
建
設
は
、

文
化
の
象
徴
で
あ
る
と
し
て
、
「
文
化

の
日
」
の
前
の
十
一
月
一
日
を
「
灯

台
記
念
日
」
と
決
め
た
の
で
す
。

平
成
四
年
度
米
現
在
、
灯
台
は
全

国
に
五
千
三
百
十
二
箇
所
あ
り
ま
す
ん
t

海
の
安
全
を
守
る
灯
台
の
歴
史
を
、

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

!
!
l
i
l
i
-
-

jm出
t

什
議
ふ



業
手
順
に
従
っ
て
、
手
際
よ
く
石
鹸
づ

く
り
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

台
所
か
ら
排
水
と
一
緒
に
流
し
て
い

る
使
用
済
天
ぷ
ら
油
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

海
、
河
川
、
湖
沼
の
水
質
に
悪
影
響
を

与
え
て
お
り
ま
す
。

明
石
保
育
園
で
は
、
少
し
で
も
環
境

保
全
に
役
立
て
よ
、
7
と
取
り
組
ん
だ
も

の
で
す
。
皆
さ
ん
、
使
用
済
の
天
ぷ
ら
川
市
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
次
第
で
石
鹸
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
私
達
の
暮
ら
し
に
大
い
に
役
立

ち
ま
す
。
流
せ
ば
汚
濁
・
使
、
え
ば
資
源
。

教
育
委
員
に
屠
笠
実
践

人
権
擁
護
委
員
じ
小
野
瀬
秦
作
氏

去
る
9
月

m
g
の
第
3
回

町

議

会

定

委

員

唐

笠

実

氏

例
会
で
教
育
委
員
に
、
大
賀
町
3
6
8
?

教

育

長

石

川

敏

夫

氏

番
地
、
唐
笠
実
氏
(
臼
歳
)
の
任
命
を
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
に
大
賞
釘
2

全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

8
1番
地
、
小
野
瀬
秦
作
氏
(
丸
歳
)
が

再
任
の
専
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
だ
よ
日
d

第263号 (2)
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竹
用

8
自
か
ら
刊
は
自
は

J
ヰ
金
週
間
L

で
す
。

「
明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
・
.

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す
」

皆
さ
ん
は
、
年
金
に
つ
い
て
ど
の

程
度
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

日
月
を
「
国
民
年
金
制
度
推
進
月

間
」
と
定
め
て
、
一
人
ひ
と
り
が
年
金

を
身
近
で
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
、

そ
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
広

報
活
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
推
進
月
間
の
う
ち
、
日
月
6

臼
か
ら
ロ
月
ま
で
の
一
週
間
を
特
に

「
年
金
週
間
」
と
し
て
、
全
国
統
一

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

表
題
の
「
明
日
の
あ
な
た
を
考
え

て
・
・
・
年
金
は
あ
な
た
が
、
主
人
公
で
す
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
今

は
老
齢
世
代
を
支
え
て
い
る
若
い
人

も
、
将
来
は
支
え
ら
れ
る
側
に
な
る

こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
年
金
制
度
は
由
民

一
人
ひ
と
り
が
参
加
を
し
て
、
そ
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
年
金
制
度
に

対
す
る
ご
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
年
金
は
「
あ

な
た
」
が
主
人
公
な
の
だ
か
ら
:
・
。

さん

さん

実

{
杢
艇
か
ら
流
さ
れ
る
、
使
用
済
の
天

ぷ
ら
治
(
廃
油
)
を
使
つ
て
の
石
鹸
づ
く

り
議
羽
田
会
が
去
る
9
月
話
回
、
明
石
保

育
題
(
明
石
ウ
タ
園
長
)
の
お
母
さ
ん

逮
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
く
ら
し
の
会
の
呼
び
か
け

で
行
っ
た
も
の
で
お
名
が
参
加
。

講
習
会
は
、
つ
く
り
方
の
説
明
を
指

導
者
か
ら
聞
い
た
後
、
用
意
し
て
あ
っ

た
使
用
済
の
天
ぷ
ら
泌
を
使
っ
て
、
作

小野瀬秦作

屠笠

唐
笠
さ
ん
は
、
明
治
大
学
商
学
部
を

卒
業
後
、
水
戸
市
浜
田
町
で
株
式
会
社

新
興
自
動
車
整
備
工
場
を
経
営
、
小
中

学
校
の
P
T
A
会
長
を
歴
任
し
教
育
に

熱
心
な
方
で
す
。
又
、
町
政
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
前
教
育
委
員
の
茂
木
清
文
氏

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
町
教
育
委
員

会

(
5
名
)
の
構
成
は
次
の
通
り
で
す
勺

委

員

長

大

谷

正

明

氏

問
誠
一
概
石
井
藤
吉
郎
氏

委

員

関

根

健

夫

氏

大
洗
町
の
人
権
擁
護
委
員

出

口

茂

氏

小

野

瀬

作

氏

榎

本

輔

氏

去
る
日
月
訪
日
(
主
)
大
勢
の
親
子
が

サ
ン
ビ

l
チ
海
岸
で
清
掃
作
業
に
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
5
年
度
事
業
と
し
て
、

磯
浜
小
学
校
P
T
A
(
関
野
文
夫
会
長
)

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
、
親
子

ふ
れ
あ
い
の
交
流
を
深
め
、
環
境
問
題

へ
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
児
童

m名、

先
生
・
父
母
郡
名
が
参
加
し
て
行
っ
た

も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
会
毎
に
「
海
を

き
れ
い
に
・
美
し
い
ぼ
く
ら
の
町
・
ゴ
ミ

の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
等
と

書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
、
午
前
9

特
に
学
校
を
出
発
。
会
場
と
な
っ
た
、

サ
ン
ビ

i
チ
海
岸
ま
で
歩
き
、
午
前
9

時

ω分
か
ら
一
斉
に
胡
桃
子
が
「
燃
え
る

ゴ
ミ
」
と
「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
」
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
2
枚
を
持
っ
て
、
約
1
時
間
大
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
開
始
し
た
結
来
、
見
違

え
る
程
き
れ
い
な
海
岸
と
な
り
ま
し
た
。

回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
見
て
、
参
加
し

た
親
子
逮
は
「
何
故
こ
の
様
な
物
が
落

ち
て
い
る
の
」
と
、
改
め
て
ゴ
ミ
問
題

へ
の
関
心
を
答
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
楽
し
く
親
子
一
緒
に
乾
い

た
唱
を
、
潤
し
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

英秦

人
権
運
閣
に
よ
せ
て

ロ
月
4
日
か
ら
訪
日
ま
で
は
人
権

週
間
で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
お
年
ロ
月
刊
B
国

際
連
合
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
た
臼
を
記
念
し
て
始
め

ら
れ
た
も
の
で
、
本
年
は
同
町
田
自
に

あ
た
り
ま
す
。

国
民
の
基
本
的
人
権
は
憲
法
に
よ

っ
て
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
権

逓
関
は
、
こ
の
基
本
的
人
権
を
よ
り

一
層
大
切
に
す
る
よ
う
改
め
て
考
え

て
み
る
た
め
の
逓
間
で
す
。

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
自
己
の
権

利
・
利
益
の
み
を
主
張
し
て
他
人
の

立
場
を
か
え
り
み
な
い
と
い
う
自
己

中
心
的
な
考
、
え
や
行
動
に
よ
り
人
権

を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
権
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
他

人
に
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
お
互

い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊
か
な

人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

水

戸

地

方

法

務

局

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会

t-" 

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

日
月
間
臼
の
「
統
計
の
臼
」
。
長
年
漁

業
の
経
済
調
査
に
協
力
さ
れ
た
高
橋
光

さ
ん
(
磯
浜
町
出
番
地
)
に
農
林
水
産

大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
、
漁
業
経
済
調
査
の
基

礎
と
な
る
資
料
作
成
に
従
事
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

誠
に
お
聞
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ら

さん

軽
油
を
燃
料
と
す
る
ト
ラ
ッ
ク
や

乗
用
車
を
使
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

あ

光

お

高矯

軽
油
引
取
税
の
現
行
税
率
(
一
リ

ッ
ト
ル
に
つ
き
ニ
四
円
一
二

O
銭
)
が

平
成
五
年
十
ニ
月
一
日
か
ら
一
リ
ッ

ト
ル
に
つ
き
一
一
一
二
円
一

O
銭
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
税
金
は
、
県
内
の
道
路
装
備

の
た
め
の
財
源
と
し
て
使
わ
れ
ま
す

の
で
軽
油
は
県
内
の
給
油
所
で
給
油

し
ま
し
ょ
、
7
0

ま
た
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油
等
を

混
ぜ
て
自
動
車
に
使
用
す
る
の
は
脱

税
行
為
と
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し

L
S

跡、「ノ。

本
一
戸
警
察
署

来
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
特
に
、

次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

O
犯
鍔
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は

積
極
的
に
通
報
を
/

O
聞
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
/

O
被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
必
ず
届
出
を
/

O
「
事
件
か
な
?
」
と
患
っ
た
ら
迷
わ
ず

l
l
o
番
を
/

O
指
名
手
配
犯
人
検
挙
に
ご
協
力
を
/

お

最
近
の
犯
罪
は
、
捜
査
本
部
を
設
置

し
た
重
要
凶
悪
犯
罪
が
増
加
す
る
中
で
、

銃
器
を
使
用
し
た
犯
罪
が
多
発
し
、
深

夜
ス

i
パ

i
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
対
象
と
し

た
強
盗
が
増
加
す
る
な
ど
の
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
社
会
の
ボ

i
ダ

i

レ
ス
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
犯
罪
も
ま

す
ま
す
広
域
化
、
ス
ピ
ー
ド
化
、
巧
妙

化
し
、
都
道
府
県
の
県
境
を
越
え
て
敢

行
さ
れ
る
重
要
凶
悪
犯
罪
や
窃
資
犯
罪

の
発
生
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
を
素
早

く
確
実
に
検
挙
す
る
た
め
、
広
域
捜
査

力
の
充
笑
・
強
化
を
国
る
と
と
も
に
、

D
N
A
型
鑑
定
の
よ
、
つ
な
最
新
鋭
の
技

術
を
導
入
し
た
科
学
捜
査
の
推
進
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
犯
人
を
検
挙
し
、

事
件
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら

磐
田
察
の
活
動
の
み
で
は
限
界
が
あ
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
犯
罪
捜
査
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
す
こ
と
の
出

7
消
防
。
ホ
ン
ブ
操
法
競
技
大
会

「
ー
ー
ー
第
三
分
開
準
緩
勝
記
輝
く

第
川
世
田
茨
城
県
消
紡
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
・
東
茨
城
地
区
大
会
が
、
去
る

叩
月
日

B
茨
城
田
町
消
防
学
校
(
茨
城
町
)

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
消
訪
関
係
者
の
交
流
と
迅
速

な
行
動
、
的
確
な
操
法
を
競
い
、
消
防

体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
目
的
で
行
な

っ
た
も
の
で
9
市
町
村
の
代
表
が
参
加
。

今
年
は
第
3
分
団
(
今
関
忠
分
団
長
)

が
代
表
し
て
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出

場
し
て
技
を
披
露
し
た
。

巨
額
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
て
見
事

準
優
勝
に
入
賞
し
ま
し
た
。

出
場
し
た
第
3
分
間
は
、
こ
の
大
会

に
向
け
6
月
幻
自
よ
り
毎
日
、
朝
5
時

か
ら
7
時
ま
で
の
2
時
間
、
港
湾
埠
頭

に
お
い
て
獄
割
練
を
積
み
重
ね
て
来
ま

し
た
。
こ
の
様
な
、
努
力
の
結
果
と
そ

れ
を
支
え
て
く
れ
た
家
族
の
協
力
な
く

し
て
は
、
今
回
の
成
績
を
挙
げ
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

不
動
産
取
得
税
の
制
度
に
つ
い
て

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋

を
売
買
、
抽
贈
与
、
交
換
等
に
よ
り
取

得
し
た
と
き
や
、
家
屋
を
建
築
(
新

築
、
増
築
、
改
築
)
し
た
と
き
に
、

そ
の
価
格
に
応
じ
て
取
得
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
税
額
は
、
不
動
産
の
価

格
×
一

O
O分
の
四
(
税
率
)
で
す
。

た
だ
し
、
一
平
成
七
年
六
月
一
二

O
日
ま

で
に
取
得
し
た
住
宅
及
ぴ
住
宅
用
土

地
に
対
す
る
税
率
は
一

O
O分
の
一
二

で
す
。
不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
は
、

六
O
日
以
内
に
県
税
事
務
所
ま
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
※
不
動
産
の
価

格
は
原
則
と
し
て
回
定
資
産
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
で
す
。

な
お
、
ニ
疋
の
条
件
を
満
た
す
住

宅
及
び
住
宅
用
土
地
の
取
得
に
つ
い

て
は
、
申
請
に
よ
り
軽
減
措
阜
県
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
茨
城
県
水
戸
県
税
事

務
所
(
電
話

O
一
一
九
ニ
|
一
二

l
四

八
O
O
)
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

寄

f守

一
、
五
百
万
円

教
育
振
興
基
金
の
一
部
と
し
て

匿

名

一
、
五
拾
一
一
一
万
円

社
会
福
祉
基
金
の
一
部
と
し
て

水
戸
市
千
波
町
1
9
8
2
番
地

茨
城
三
菱
自
動
車
販
売
K
K

社
長
島
津
孝
一
郎
殿

制
噛
酬
川

蹴
b

醐
附
嶋
崎

樹
齢

蜘
蹴山
側
鱗

臨
V

指
揮
者
の
号
令
で
開
始

平成5年11Fl 5 S 
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第
話
題
研
究
・
試
験
炉
燃
料
濃
縮
度

低
減
化
国
際
会
議
が
、
去
る
日
月

4
a

か
ら
7
日
ま
で
の

4
8
間
大
洗
パ
!
ク

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
米
国
カ

l
タ
!
政
権
の
核

不
拡
散
政
策
を
受
け
、
各
国
に
お
い
て

研
究
・
試
験
炉
の
燃
料
濃
縮
低
減
化
の

た
め
の
技
術
開
発
が
開
始
さ
れ
、
濃
縮

度
低
減
化
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
均
年

か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回

は
日
本
原
子
力
研
究
所
が
主
催
し
た
も

の
で
す
。
会
議
に
は
、
日
本
他
山
ヵ
盟
問
名
の

研
究
者
が
集
ま
り
、
世
界
の
研
究
・
試

おお

去
る
叩
月
8
日
、
役
場
玄
関
前
で
第

4
分
間
に
新
鋭
消
防
車
輔
の
配
置
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

新
消
防
車
空
間
に
団
員
が
整
列
。
竹

内
町
長
よ
り
配
謹
証
書
が
谷
田
部
閉
長

(3)第263号

験
炉
が
高
濃
縮
度
か
ら
低
濃
縮
度
へ
移

行
の
実
現
に
向
け
て
、
熱
心
に
討
論
と

情
報
交
換
を
し
て
い
ま
し
た
。

国
際
会
議
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
、
荒

磯
太
鼓
保
存
会
(
山
戸
来
会
長
)
の
子

ど
も
達
が
出
演
、
見
事
な
パ
チ
裁
き
を

披
露
、
大
勢
の
外
国
人
の
方
々
か
ら
大

き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
研
究
・
試
験
炉
燃
料
濃
縮
度
低

減
化
の
提
唱
で
我
が
町
の
大
洗
研
究
所

の
材
料
試
験
炉

(
J
M
T
R
)
も
積
極

的
に
濃
縮
度
低
減
化
を
進
め
、
今
年
の

日
月
に
は
低
濃
縮
燃
料
(
却
%
)
へ
移
行

し
、
核
不
拡
散
政
策
に
貢
献
・
平
和
利

用
に
努
め
て
い
ま
す
。

国
倒
閣
口
軟
撃
野
球
大
会

「
|
ブ
ぜ
ワ
ー
ズ
が
春
秩
連
覇

一

ニ

位

高

橋

農

機

三

位

N

Y

O
最
優
秀
選
手
賞

深
作
和
利
君

。

打

撃

賞

飛
田
久
雄
君

。

敢

闘

賞

関

徹

君

第
話
回
秋
季
町
民
野
球
大
会
が
、
去

る
叩
月
2
日
か
ら
口
日
迄
の
各
日
曜
日

に
町
営
運
動
公
閣
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
、
町
内
の
事
業
所
や
ク

ラ
ブ
チ

i
ム
等
口
チ
l
ム
が
参
加
し
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
フ
ィ
リ
ー

ズ
チ

l
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

最
終
日
の

U
aは
、
小
雨
降
る
中
を

準
決
勝
・
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
選
手
の

皆
さ
ん
は
悪
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
の
中
を
泥

に
ま
み
れ
て
真
剣
に
プ
レ
ー
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
野
球
巧
者
の
フ
ィ
リ

l
ズ

が
3
対
0
で
カ

i
ジ
ナ
ル
ス
を
破
り
、

春
季
大
会
に
引
き
続
き
優
勝
し
た
。

情
じ
く
も
準
優
勝
の
カ

l
ジ
ナ
ル
ス

は
、
平
均
年
齢
詑
歳
と
若
い
チ

l
ム、

今
後
の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

試
合
の
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

フ

ィ

リ

l
ズ

準

優

勝

カ

l
ジ
ナ
ル
ス

(
フ
ィ
リ

i
ズ
)

(
フ
ィ
リ

i
ズ
)

カ
i
ジ
ナ
ル
ス

オ
ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス

原

石iJf

大

コ
ナ
ウ
ィ
ン
ズ

N カ
j

ジ
ナ
ル
ス

フ
ァ
ル
コ
ン
ズ

事庁

友

商

エ

I 

D 

ス
カ
ー
フ
ェ
イ
ス

レ

プ

フ

ィ

リ

i
ズ

ニ
ュ
ー
ス
タ

l
ズ

高

f喬

差是

ハ

リ

ケ

ー

ン

大
洗
タ
ー
ミ
ナ
ル

--吊
陽

産

ー
関
東
支
部
瀧
隣
職
轟
薬
@
剣
道
大
会

i
J

「i
ニ
賠
堂
鞠
君
3
位
じ
入
賞

L

こ
れ
は
、
消
防
職
員
の
交
流
並
び
に

体
力
の
増
進
を
図
る
白
的
で
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
柔
道
の
部
、
個
人
戦
・
中

最
級
(
侃
均
以
上
沌
均
未
満
)
に
二
階

堂
均
君
が
出
場
。
見
事
に
3
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

東
京
消
防
庁
を
は
じ
め
関
東
の
大
規

模
の
消
防
署
か
ら
集
ま
っ
た
強
豪
選
手

と
対
戦
、
持
ち
前
の
粘
り
で
勝
ち
進
み

関
東
に
大
洗
町
消
防
署
の
二
階
堂
有
り

と
高
く
評
慨
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
技
を
磨
き
、
上
位
入
賞
を
臼

指
し
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

第
日
田
全
盟
消
防
関
東
支
部
消
防
職

員
柔
・
剣
道
大
会
が
、
去
る
日
月
1
日

長
野
県
の
長
野
運
動
公
園
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「35連盟企悲願っ丸一「
」カーブ芝ラー者溝揮」

一平成
5
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

(
9
月
目
白
か
ら
却
日
)
期
間
中
の
、
去

る
9
同
月
初
日
(
日
)
に
小
泉
建
築
協
力
会

の
泉
友
会
(
関
根
精
一
会
長
)
会
員
初
名

の
皆
さ
ん
が
、
春
に
引
き
続
き
交
通
安

全
を
願
っ
て
カ

i
ブ
ミ
ラ
!
の
清
掃
と

点
検
作
業
の
奉
仕
活
動
を
行
い
ま

L
た。

当
日
は
、
茨
城
県
知
事
選
挙
の
投
苗
一
明

白
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
早
め
に
投
票

を
済
ま
せ
、
町
内
を
各
班
に
分
か
れ
て
、

持
ち
寄
っ
た
ガ
ラ
ス
ク
リ

i
ナ

i
等
の

清
掃
局
具
を
使
い
、
ミ
ラ
ー
を
磨
い
た

り
、
向
き
の
調
整
に
尊
い
汗
を
流
し
て

洗Y L>-
コス

L>-
:z;; C カ

ぬ
錨
氏
伊
⑮

機

V 運動会で一生懸命に走っ

ている子どもたちを捕らえ

てみました。

ド3.535-105スーム

栗田秀次

第

4
分
間
関
位

新
鋭
縄
開
車
輔
配
輔

に
、
面
長
か
ら
山
本
第
4
分
団
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内
町
長
よ
り
「
団
員
の
結
束
と
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
消
訪
の
任
務
遂

行
に
選
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
住
民
の
た
め
一
層
カ
を
合
わ
せ
活
躍

し
て
頂
き
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
谷
悶
部
閏
長
か
ら
「
町
の

理
解
と
協
力
に
よ
り
新
車
輔
が
配
備
さ

れ
た
、
消
防
の
歴
史
を
噛
み
締
め
決
意

を
新
た
に
精
進
し
て
頂
き
た
い
」
と
説

示
、
配
置
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

新
し
い
消
防
車
輔
は
、
ト
ヨ
タ
ダ
イ

ナ
C
D
1
1
型
、
デ
ィ
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

2
ト
ン
事
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

i
に
よ
る

白
動
制
御
ポ
ン
プ
、
専
用
発
電
機
の
照

明
灯
等
の
機
器
を
装
備
し
た
新
鋭
消
防

車
鞠
(
一

O
、
九
一
一
千
円
)
で
す
。

業

V 子どもたちが、山事の上で楽しげ

に踊っている姿を捕らえてみました。

F 2 105ミリオート

大輪

い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
今
年
に
な

っ
て
町
内
で
既
に
5
人
の
方
が
尊
い
命

を
亡
く
し
て
お
り
ま
す
。

日
月
1
臼
か
ら
ロ
月
紅
白
ま
で
フ
ァ

イ
ナ
ル
悶
死
亡
事
故
抑
止
叩
日
作
戦
を

展
開
し
て
交
通
事
故
抑
止
を
図
っ
て
い

ま
す
が
、
一
向
に
事
故
は
減
ら
な
い
状

況
で
す
。
み
な
さ
ん
、
交
通
ル

i
ル
を

良
く
守
り
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〔
評
〕
難
し
い
正
面
か
ら
の
写
真
を
表

情
良
く
、
つ
ま
く
捕
ら
え
ら
れ
ま
し
た
。

(
絹
針
弘
日
)

{憂

〔評〕 腕りを観察し、子どもの手の

動きを含めバランス良く構成されて

います。

弘己)(絹針

お
お

ら

勝

山

美
選

軒
下
に
糸
張
り
蜘
株
は
待
ち
構
う
震

繊
細
に
し
て
美
し
く

堀

割

身

内

ゆ

み

〔
評
〕
意
欲
的
な
作
歌
へ
の
挑
戦
と

も
よ
み
と
れ
る
歌
で
あ
る
。
下
旬
、

通
俗
で
あ
り
な
が
ら
不
思
議
に
云
い

得
て
い
る
。
民
が
美
し
い
と
捉
え
た

と
こ
ろ
に
作
者
の
意
図
が
あ
り
、
個

性
的
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

行
動
の
エ
リ
ヤ
あ
る
ら
し
朝
々
を
庭

石
伝
う
小
雀
一
羽
新

町

関

根

秀

子

〔
評
〕
身
近
か
な
日
常
詠
。
一
見
平

凡
と
も
思
わ
れ
る
事
象
も
逃
き
ず
に

発
見
し
、
そ
こ
に
歌
が
生
れ
る
。
素

包
精
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
小
動
物
の

動
き
に
心
を
向
け
な
が
ら
、
下
匂
の

ゆ
き
と
ど
い
た
観
察
眼
が
、
し
っ
く

り
と
~
伝
わ
っ
て
来
て
味
わ
い
深
い
歌

と
な
っ
た
。
平
易
な
中
に
も
新
鮮
な

お
ど
ろ
き
を
秘
め
て
い
る
歌
は
い
い
。

つ
る
し
切
り
に
君
の
さ
ば
き
し
鮫
鰻

の
肝
し
み
じ
み
と
食
み
た
き
今
日
は

ム
舟
渡
照
沼
と
よ
子

(
評
〕
生
活
の
歌
。
骸
糠
の
つ
る
し

切
り
の
肝
、
と
い
う
一
点
に
焦
点
を

置
き
、
一
気
に
詠
ん
だ
と
こ
ろ
に
力

量
を
見
る
。
調
理
師
で
あ
ろ
う
巧
み

な
料
理
へ
の
懐
古
を
詠
い
あ
げ
、
気

迫
の
龍
っ
た
一
首
と
な
っ
て
い
る
。

丈
伸
び
し
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
は
青
空
を
背

に
負
う
如
く
枝
ひ
ろ
げ
立
つ

金

沢

庄

司

千

代

子

〔
評
〕
短
歌
本
来
の
基
本
に
立
っ
た

作
。
古
来
、
日
本
語
の
も
つ
言
葉
の

ひ
び
き
に
も
と
づ
い
た
写
生
歌
と
し

て
、
端
正
な
中
に
も
し
っ
か
り
と

g

を
向
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
い
。

境
内
の
昔
な
つ
か
し
矢
場
茶
腐
な
く

な
り
を
り
て
淋
し
く
想
ふ

東

光

台

問

中

勝

校

〔
評
〕
歌
の
呼
吸
を
心
得
た
一
首
。

茶
庖
の
も
っ
た
た
ず
ま
い
は
、
ひ
と

し
お
風
情
の
あ
る
も
の
だ
。
素
直
に

詠
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
好
感
を
も
っ
。

「
な
つ
か
し
」
「
淋
し
く
」
か
ら
一
歩

ぬ
け
出
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
作
者
の

明
日
が
あ
る
。

盟
十
余
年
針
ひ
と
す
じ
に
過
し
来
て

古
稀
を
迎
う
る
平
成
の
春

祝

町

河

野

み

よ

〔
許
〕
家
業
で
あ
ろ
う
紳
士
服
の
仕

立
業
に
打
ち
込
ま
れ
る
姿
は
尊
い
。

人
生
七
十
古
来
稀
な
り
、
と
も
ひ
た

ぶ
る
な
人
生
に
は
豊
か
な
春
が
約
束

さ
れ
て
い
る
。

以
下
添
削
歌

目
も
耳
も
不
自
由
と
な
り
し
母
な
れ

ば
言
葉
か
け
つ
つ
薦
た
た
き
や
る

髭

釜

桜

井

正

二

郎

ペ
タ
ル
踏
み
て
磯
辺
の
道
を
集
金
に

わ
が
遠
く
来
し
五
十
一
号
糠

角

一

前

原

青

嵐

ひゆ
とく
す道
じを
に灰
寺詠か
釜めに
る員R
EZ大ら
{左生あす
藤れ光
よしあ
しとり
子きき

西
安
の
楼
に
登
り
て
あ
ま
の
は
ら
を

詠
い
し
人
に
想
い
を
よ
せ
る

磯

浜

江

橋

ハ

ナ

子

出北
来 j毎
ぬ道
は・
人九
歳の少i'I
前逮Eと
か事売
く
災
害

車長
居

間
山
佳
閉
刀
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決算状況〉

平成5年9月四日から10月l日までの38間、第3@)大洗町議会定開会が開催され、一般会計を

はじめ8つの特別会計在含む、平成4年度の決算が原案どおり認定可決されました。

分担金及ぴ負扱金
168，832千円(2.5%)

使用料及び手数料

219，303千円(3.2%)
国庫支出金

219，305千円(3.2%)

関オ

〔蟻

1，148，293千円
(16.8%) 

(1) 土地....・H ・-…2，196，863.88m'

(行政財産 一伽

普通財産....・H ・'1，611，991.96m' 

(2) 建物....・H ・-….61，134. 33m' 

(行政財産 6印O…，71川7η引山14削4“6剖4
普通員財才産...............・‘・419.69m'

間離の状況

予算現額

入}

ヰ又

町税

2，912，770千円
(42.7%) 

(3) 有価証券

(4) 出措金

入 I斉7?とと 現年度課税分 滞納繰越分

(1) 普 通 税 2，695，215 2，719，324 44，639 

1 .町 民 手見 1，136，060 1，174，067 18，318 

2.固定資産税 1，356，785 1，335，748 23，555 

3.軽自動車税 17，442 17，564 592 

4.町たばこ税 118，525 121，186 

5.鉱 産 手え 1 

6.特別土地保有税 66，402 70，759 2，174 

7. IB法による税

(2) 目 S(J 税 144，900 146，482 2，325 

1 .都市計画税 144，900 146，482 2，325 

よ口入 計 2，840，115 2，865，806 46，964 

間民健康保検税 658，551 676，311 31，865 

地方議与税
140，561千円 (2.1%)
繰入金
84，320千円(1.2%)

利子苦手l交付金
59，768千円 (0.9%)

ゴルフ場利用税交付金
45，999千円 (0.7%)

自動車取得税交付金
44，292千円 (0.7%)

特別地方消費税交付金
16，689千円 (0.2%)

寄 F貯金
7，225千円 (0.1%)

交通安全対策特別交付金
5，213千円 (0.1%)

..........・・68，170千円

・・・13，335千円

(単位:千円)

害夏
予す(収算る入割に)対合% 

計

2，763，963 102.6 

1，192，385 105.0 

1，359，303 100.2 

18，156 104.1 

121，186 102.2 

72，933 109.8 

148，807 102.7 

148，807 102.7 

2，912，770 102.6 

708，176 107.5 

会計決算の概重喜一一

決算額は、歳入総額6，818，709千円、歳出総額6，479，823千円で前年度と比較

すると、歳入において618，443千円(対前年度比10.0%)、歳出においては593，613

千円(同10.1%)の増となっている。

この結果、歳入歳出差引額(形式収支)は338，886千円となったが、このうち

平成5年度への繰越事業の財源として57，571千円を充当したので、平成4年度

に属すべき収入と支出との笑質的な差額である実質収支額は、 281，315千円の

黒字となった。

歳入決算額は、 6，818，709千円で予算現額に対し101.4%の収入となっている。

歳入の主なものについてみると、前税2，912，770子丹(対前年度比5.3%増)、

地方交付税1，148，293千円(向5.6%減)、諸収入457，394千円(問34.6%増)、町

債453，200千円(問143.8%の増)、県支出金277，111千円(同3.1%増)となって

いる。

これらの結果、自主財源(町税、分担金、負担金、使用料、手数料など、町

が自主的に調達し得る収入)は、 4，408，278千円で前年度より 9.4%増加し歳入

全体では64.6%を占めている。これに対し、依存財源(国庫支出金、県支出

金、地方交付税、町債など、国や祭の意志決定に基づき交付される収入)は、

2，410，431千円で前年度より 11.1%増加し歳入全体の35.4%となっている。

歳出決算額は、 6，479，823千円で予算に対する執行率は96.3%となっている。

歳出を自的別にみると、最も構成比が高いのは総務費で21.1%(前年度25.0

%)、次いで、土木費17.0%(同13.7%)、民生費12.9%(同11.3%)、教育費10.5

%(同8.7%)となっており、増減率の高いのは、諸支出金皆増(対前年度87，933

千円の増)、災害復旧費446.4%(同7，259千円の増)、農林水産業費57.2%(開

158，464千円の増)、衛生費ム25.2%(問214，490千円の減)である。

一方、歳出を性質別でみると、構成比が高いのは人件費で28.2%(前年度

30.1%)、次いで普通建設事業18.4%(同12.4%)、物件費10.4%(同10.4%)

となっている。

また、性質別経費を「義務的経費」、「投資的経費」及び「その他の経費」に

大きく分けた場合、人件費、扶助費及び公債費の合計である義務的経費は、

2，763，675千円(向2，622，494千円)で歳出総額の42.6%(間44.5%)となっている。

金的状況 (単位:千円)

基 金 名 前年度末現在額 決算年度中増減額 決算年度末現:tf.額

員オ 政 調 整 基 λ亙今 411，317 17，479 428，796 

運動公園建設基金 134，412 ム44，254 90，158 

国民年金印紙購入募金 8，000 。 8，000 

非常勤消防団員に係る支公務給災害
補償金及び退職報償金給基金 1，000 ム1，000 。
無線放送施設更新基金 7，424 274 7，698 

教 育 振 盟主 Jま ノ王立¥ 16，131 1，755 17，886 

社 %ミ 福 干止 基 金 68，126 595 68，721 

;肖紡用率両鶏入基金 29，371 1，226 30，597 

大洗マ I}ンタワー運営基金 142，042 18，912 160，954 

ふるさと創生事業基金 113，417 ム1，226 112，191 

漁 業 f長 興 基 金 218，578 100，025 318，603 

j成 債 Jま ノ玉it 778，225 41，255 819，480 

水田農業確立特別対策事業基金 5，303 ム5，303 。
地域づくり推進事業基金 195，520 96，542 292，062 

学校施設整備基金 102，832 93，800 196，632 

土 t也 関 発 基 金
現金 88，062 18，027 106，089 

土地 70，717 70，717 

地 域 福 主i上 基 金 43，830 90，253 134，083 



(5)第263号 おおあらい 平成5年llJ'35El

〈特期金書すめ決算的状澗〉
(単位:千円)

決 算 客真

dZスk 計 名 予算現額 歳 入(必 歳 出 (B) 差 号l

金 害買 収入率 金 害買 執行率 (必 (B)

% 予岳

国民健康保険特別会計 1，746，503 1，726，270 98.8 1，599，799 91.6 126，471 

収入 420，139 427，224 101. 7 
収益的 100，924 

支出 420，139 326，300 77.7 
水道事業会計 コー守ミと、

収入 264，408 283，200 107.1 
資本的 ム26，784

支出 360，627 309，984 86.0 

収入 60，938 61，104 100.3 
収録的 14，649 

地方卸売市場冷凍 支出 57，853 46，455 80.3 

冷蔵事業特別会計 収入 114 97 85.1 
資本的 ム3，084

支出 3，199 3，181 99.4 

老人保健特別会計 1，225，503 1，216，687 99.3 1，216，687 99.3 。
桜道土地区画整理事業特別会計 260，291 260，290 100.0 213，706 82.1 46，584 

公 平 委 員 iヱ〉三、 12，034 11，996 99.7 11，305 93.9 691 

サイクリングターミすル特別会計 17，634 18，133 102.8 15，625 88.6 2，508 

公共下水道事業特別会計 706，574 568，075 80.4 506，546 71.7 61，529 

⑧由民健康保険特訓会計

歳入1，726，270子円、歳出1，599，799千円で歳入歳出差引き 126，47l千円とな

るが、前年度繰越192，758千円や補助金返納等もあり単年度収支では14，549千

円の赤字である。

歳入については、前年度対比109，016千円 (6.7%)の増である。歳入の主な

ものは、留民健康保険税が22，401千円 (3.3%)の増、国庫支出金は15，857千円

(2.7%)の減となった。これは、制度改正に伴い人件費・助産費等が一般会計

繰入となったためであり繰入額は43，569千円 (80.5%)の増となった。

歳出については、前年度対比175，302千円 (12.3%)の増である。歳出の主な

ものは保険給付費が66，347千円 (6.2%)の増、老人保健拠出金では34，886千円

(14.4%)の増となっている。

⑧老人保健特部会計

歳入歳出とも 1，216，687千円であり、追加交付、返還分とも 4，327千円となった。

歳出についても前年度対比でみると92，739千円 (8.3%)の増、この内訳は匿

療諸費95，090千丹 (8.5%)の増で、精算返納金3，701千円となっている。

⑧大洗町地方卸売市場冷凍冷蔵事業特別会計

歳入61，201千閥、歳出49，636千円で歳入歳出差引額11，565千円となった。単

年度収支では3，599二千円の黒字となった。

歳入については、市場事業において水揚金額で1，624，660千円(対前年度比

27.3%)の増となり、しらすの魚、価高に恵まれた。冷凍冷蔵事業においては、

事業収益は44，085千円(対前年度比1.0%)の減となった。年度開の利用状況は

前年実績を 4-5%下田った。

歳出については決算額約，636千円(対前年度比14.0%)の減となっている。

⑧桜道土地区臨整理事業特別会計

歳入が260，290千円、歳出が213，706千円、翌年度へ繰越すべき財源44，625千

円差引き実質収支1，959千円となっている。

尚、決算額については、工事費172，896千円を執行した。

平成4年度事業については、工事請負費130，501千円、委託料10，850千円、

移転補償費31，543千円、企業債償還元利金20，596千円をそれぞれ執行した。

惨サイクリングターミナル事業特別会計

歳入総額18，133千円、歳出総額15，625千円で差512，508千円の繰越額となった。

単年度収支では前年度の繰越額3，588千円をのぞ、き、 1，080千円の収入減となった。

営業収入で前年度と比較し 1，198千円 (7.6%)の減であり、一方歳出では、

惨
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
築
く

下
水
道
建
設
中
の
港
中
央

中
継
ポ
ン
プ
場

一融会

〔歳出〕

総務費

1，366，051千円
(21.1%) 

歳出総額

6，479，823千円
(100.0%) 

教育費

681，315千円
(10.5%) 

民生費

836，189千円
(12.9%) 

歳入減を勘案し、総務費で前年度比較417千円 (2.9%)の減、営業経費で277千

円(12.8%)の減である。

歳入・歳出の対前年度比減額要因は全館改修工事(平成4-5年度継続事業)

によるものである。

@公共下水道事業特別会計

歳入が568，075千円、歳出が506，546千円、差引額は61，529千円となったが、

平成 5年度への繰越事業の財i原として22，669千円を充当したので、実質収支額

は、 38，860千円となった。

歳入の内訳は、国庫補助金140，542千円、一般会計からの繰入金170，963千円、

前年度繰越金52，827千円、諸収入6，243千円、町債197，500千円となっている。

歳出においては、港中央中継ポンプ場建設工事149，400千円、中部一号幹線

工事18，820千円、校線管渠工事132，852千円、調査委託料3，296千円、那珂久慈

流域…下水道建設負担金67，561千円を主体に執行した。償還金利子については

49，405千円となっている。

尚、翌年度への繰越分については、港中央中継ポンプ場建設工事が32，910千

円、枝線管楽工事が75，450千円、那珂久慈流域下水道建設負担金51，490千円と

なっている。

総水道事業会計

水道事業収益は、 415，369千円となり、昨年度に比べ0.3%の増収となった。

又、水道事業費用については、 315，768千円となり、その結果的，601千円の利益

となった。

資本的収支では、収入額283，200千円に対し、支出額309，984千円で資金不足

額26，784千円は、過年度分損益勘定留保資金6，784千円及び繰越利益剰余金処

分額20，000千円で補填した。
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上
の
点
に
留
意
さ
れ
て
、
就
労
が

認
め
ら
れ
な
い
外
国
人
を
決
し
て
一
雇
用

し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

茨
城
県
水
戸
警
察
翠
官
官
出
1
2
1
1
1

2
、

場

所

住
所
は
正
し
く
、
く
わ
し
く
。

目
標
に
な
る
底
の
名
前
な
ど
を
言
い
、

わ
か
り
や
す
く
場
所
を
伝
え
る
。

3
、
火
災
・
事
故
の
状
況

火
災
・
事
故
の
状
況
を
正
確
に
わ
か

り
や
す
く
言
、
つ
0

4
、
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先

「
私
の
氏
名
は
、

0
0
0で
す
。
電
話

番
号
は
、
ム
ム
|
口
口
口
口
で
す
。
」

と
通
報
者
を
明
ら
か
に
す
る
。

世
界
エ
イ
ズ
デ
!
の
一
環
と
し
て
、

県
民
に
対
し
エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い

知
識
と
情
報
の
提
供
を
行
い
、
エ
イ
ズ

に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
深
め
る
。

o
a
時
ロ
月
6
8
(
月
)
午
後
1
時
か
ら

O
場

所茨
城
県
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室

O
対
象
者
一
般
県
民
2
0
0
人

O
内

容ω受
付
ロ
時
∞
分
i

ω開
会
日
時
∞
分
i
日
時
閃
分

ω講
演
日
時
閃
分
1
日
時

ω分

演
題
「
茨
城
県
に
お
け
る
エ
イ
ズ

の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
」

講
師
茨
城
県
衛
生
部
保
健
予
防

課

長

佐

久

間

文

明

凶
講
演
日
時
日
分
j
日
時
加
分

演
題
「
エ
イ
~
ス
|
知
る
こ
と
か
ら

考
え
る
時
代
へ
|
」

大
洗
郵
便
局
で
は
、
絵
を
描
い
て
、

短
い
文
を
添
え
た
手
紙
「
絵
手
紙
」
の

作
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

絵
手
紙
と
は
「
絵
を
添
え
た
手
紙
」

の
こ
と
で
、
絵
は
水
彩
画
、
切
り
絵
、

ち
ぎ
り
絵
な
ど
、
広
い
意
味
の
絵
で
あ

れ
ば
な
ん
で
も
O
K
で
す
。

手
紙
は
、
は
が
き
、
和
紙
な
ど
に
描
き

封
入
し
た
封
書
、
色
紙
、
郵
便
局
か
ら

送
れ
る
材
料
な
ら
な
ん
で
も
一
円
で
す
。

開
催
臼
時
日
月
4
臼
(
木
)
1
1
月
ロ

臼
(
金
)
午
前
9
時
1
午
後
4
時

(
土
曜
・
日
曜
日
は
徐
き
ま
十
九
)

開
催
場
所
大
洗
郵
便
局
窓
口
ル

i
ム

詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
洗
郵
便
局
総

務
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

母

印

!
3
3
0
5

講
師
筑
波
大
学
体
育
科
学
系

助

教

授

宗

像

恒

次

同
閉
会
日
時
却
分

O
経

費

無

料

O
参
加
方
法
及
び
申
込
先

日
月
初
日
(
火
)
ま
で
に
往
復
は
が

き
で
左
記
宛
出
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

(
先
着
2
0
0
名
ま
で
)

一T
3
1
0

水
一
戸
市
笠
原
町
字
不
動
山
制

!
2

茨
城
県
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

向

仙

一

円

ωljj91234171

覇Tの人語と盤帯
(10月IB現在)

人口 20.858人( 0) 

男 10.348人(-4) 

女 10.510人(+4) 

世帯数 6.425戸(+5) 

転入33人 転出31人

出生15人 死亡17人

一仔毒事予定褒 (1117"-'26) 
(H5.10.12現在)

料大洗町芸術文化協議会

大洗町役場税務課

県ふれあいコンサート実行委員会
大洗町教育委員会

町立南中学校

関係者大会議室11月17日(水)

料無

13: 00-

料

関係者

催主開催場所

J(〆ホ

無

水戸地区交通安全協会

ホール

ホール

大会議釜

~ 

骨

芸術文化祭(民謡・民舞・新舞踊発表会)

平成 5年分所得税年末調整説明会

祭

運転免許更新侍講習会

内毒事催開始時間

10: 00-

県民ふれあいコンサー

楽コお二
日内校

s 
11月7日(日)

13: 00-

9 : 00-

9 : 00-

イ量関

11月23B (火)

11月25日(木)

11月26日(金)

ー
基
本
鍵
藤
診
査
@
結
核
@
騒
が
ん
検
診
|
J

「
|
婦
人
の
鍵
藤
づ
く
れ
ソ
診
査
に
つ
い
て
し

老
人
保
健
法
及
び
結
核
予
防
法
に
基

づ
き
健
康
診
断
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
一
人
一
人
が
健
康
の

大
切
さ
を
認
識
さ
れ
、
こ
の
機
会
に
も

よ
り
の
会
場
で
お
受
け
下
さ
い
。

〔
検
査
内
容
〕

O
基
本
健
康
診
査
(
叩
歳
以
上
)

身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査

(
糖
・
蛋
白
・
潜
血
)
・
血
液
検
査
(
総

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪

-
R

D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
肝
機
能
・

腎
機
能
・
貧
血
・
血
糖
検
査
)
・
眼
底

検
盗
・
心
電
図
検
変

O
結
核
健
康
診
断
(
同
歳
以
上
)

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

O
蹄
が
ん
検
診
(
的
歳
以
上
)

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
変
(
た
ば
こ
を

た
く
さ
ん
吸
っ
て
い
る
方
、
た
ん
や

咳
が
長
く
続
い
て
い
る
方
)
略
疾
細

胞
検
査

O
婦
人
の
健
康
づ
く
り
診
査
(
は
歳
j

泊
歳
ま
で
の
女
性
)

身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査

(
糖
・
蛋
白
・
海
血
)
・
血
液
検
査
(
総

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
-
u
u

D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
貧
血
)

〔
注
意
事
項
〕

*
各
検
交
の
年
齢
で
今
年
度
内
に
該
当

年
齢
に
達
す
る
方
は
受
診
で
主
ま
す
。

*
検
診
料
金
は
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

役
場
保
健
諜
保
健
衛
生
係

雷

同

1
1
0
1
0

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ-fi'66-2442へお問い合わせ下さい。

11 
/ 
(月)8 

11 
/ 
(刈9みlhJAJhJふ2lhJhJふロ

/
似

12 
/ 
(本)2 

2

/山
中

12 
/ 
(月)6 保健センター

だより+事

業

名

母
性
及
び
乳
幼
児

明
日
韓
関
鵠
盟
盟
門
齢
、
4
1
4
5
簡
単
盤
的
監
醐
L

I
-
-
g番
の
遇
報
は
お
ち
つ
い
て
正
確
に
{
抱
え
よ
う

「
1
1
9
番
の
日
」
は
、
皆
様
と
消

防
の
結
び
付
き
を
象
徴
す
る
ダ
イ
ヤ
ル

ナ
ン
バ
ー
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
が
、

正
し
い
1
1
9
番
の
通
報
と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

も
し
、
あ
わ
て
て
、
場
所
等
を
正
し

く
伝
、
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
消
防
車
両
の

現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
被

害
が
拡
大
し
大
惨
事
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
皆
様
の
正
し
い
通
報
が
、
迅
速
・
的

確
な
消
防
の
活
動
に
つ
な
が
る
の
で
究

1
1
9
番
の
通
報
で
大
切
な
こ
と
は
、

次
の
4
点
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
電
話
器
の

そ
ば
に
場
所
の
説
明
の
仕
方
や
電
話
番

号
な
ど
の
必
要
事
演
を
書
い
た
メ
モ
を

貼
っ
て
お
く
な
ど
、
ふ
だ
ん
か
ら
落
ち

つ
い
て
正
確
な
通
報
が
で
き
る
よ
う
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ー
、
火
災
・
数
急
の
別

「
火
事
場
で
す
。
」
又
は
「
一
救
急
で
す
。
」

と
は
っ
き
り
い
う
。

生
活
習
慣
改
善
指
導

基
本
健
診
事
後
指
導

基
本
健
診
事
後
指
導

婦
人
の
健
康
づ
く
り

診

査

事

後

指

導

生
活
管
領
改
善
指
導

基
本
健
診
事
後
指
導

婦
人
の
健
康
づ
く
り

診

査

事

後

指

導

生
活
期
自
慢
改
善
指
導

一
一
一
歳
児
健
診

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

紡
接
種
(
も
れ
者
)

種

混

立せ

象

名

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

検

査

離

乳

食

教

室

B

C

G

接

種

子

本自

基
本
健
康
診
変
の
結
果
異
常
が
あ
っ

た
方
で
生
活
習
慣
改
善
が
必
要
な
方

基
本
健
康
診
査
の
結
果
異
常
が
あ
っ

た
方
基
本
健
康
診
査
の
結
果
異
常
が
あ
っ

た
方
婦
人
の
健
康
づ
く
り
診
査
の
結
果
異

常
が
あ
っ
た
方

基
本
健
康
診
交
の
結
果
異
常
が
あ
っ

た
方
で
生
活
叩
習
慣
改
善
が
必
要
な
方

基
本
健
康
診
変
の
結
果
異
常
が
あ
っ

た
方
婦
人
の
健
康
づ
く
り
診
査
の
結
果
異

常
が
あ
っ
た
方

基
本
健
康
診
査
の
結
果
異
常
が
あ
っ

た
方
で
生
活
習
慣
改
善
が
必
要
な
方

3
歳
の
誕
生
に
達
し
た
幼
児

小
中
学
校
・
幼
稚
園
闘
・
保
育
関
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
も
れ
者

A、
ロ

川
内
ヵ
月
1
M
m
ヵ
月
ま
で
の
幼
児

母

「
機
能
回
復
訓
練
」

生
後

3
ヵ
月
j
総
力
月
ま
で
の
幼
児

生
後
3
ヵ
月

l
n
ヵ
月
の
乳
幼
児
及

び
母
親

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
で
陰
性
の
者

談

新町6区
やすゆき

鴨志田賢之ちゃん

( 3歳 6ヶ月)

受
付
詩
情

9
時
吋
∞
分

日
時
∞
分
一

1
時

∞

分

一

2
時
吋
∞
分
一

9
肱
吋
∞
分
一

日
山
時
∞
分
一

1
時

∞

分

一

2
時
∞
分
一

9
昨
吋
∞
分
一

日
時
∞
分
一

9
時

∞

分

一

刊
山
時
吋
∞
分
一

1
時

∞

分

一

2
昨
吋
∞
分
一

1
時

∞

分

一

2
時
∞
分
一

1
時

∞

分

一

2
時
∞
分
一

l
時

日

分

一

2
待
日
分
一

1
時

日

分

一

2
昨
吋
日
分
一

1
時

日

分

一

2
時
日
分
一

日

時

∞

分

一

-
時
∞
分
一

1
待

日

分

一

2
時
日
分
一

9
持
∞
分
{
一

日
時
∞
分
一

0
1
月
四
日
掛
整
形
外
科
医
指
導

o
ロ
月
7
臼

ω
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る

者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

O
H
月
ロ
臼
樹

0
日
月
日
夜
附

0
日
月
初
日
働

o
u月
初
日

ω

o
ロ
月
3
8
幽

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

時間

午前9:30-
11: 30 

午後 1:15-
3:30 

午前 9:30-
11: 30 

午後 1:15-
3:30 

午前 9:30-
11: 30 

午後 1:15-
3:30 

午前9:30-
11: 30 

午後 1:15-
3: 30 

午前9:30-
11: 30 

午後 1:15-
3:30 

表〕事室〔昌

場

夏海上積集会所

上宿大賞集会所

会日

12月13臼

(月)

月

髭釜町寿集会所

堀割集会所

明神町集会所

祝町集会所

査官.6.. 
'"ミ

前刀t

12月14日

(火)

12月15B

(水)

12月16B

(木)

12月17B 

(金)

毒事選;'1議ど

醸

ザ

襲撃

コ。ヒ
l
食
畠
っ
て
何
0
・

コ
ピ
l
食
品
と
は
、
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン

食
品
・
も
ど
き
食
品
な
ど
と
呼
ば
れ
、

本
物
そ
っ
く
り
の
外
観
を
し
て
い
ま
す
可

最
近
で
は
、
「
カ
ニ
風
味
か
ま
ぼ
こ
」

「
ホ
タ
テ
風
」
が
有
名
で
、
こ
れ
ら
は
、

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
す
り
身
が
原
粍
そ

れ
に
、
シ
シ
ャ
モ
の
卵
で
作
っ
た
カ
ズ

ノ
コ
、
上
質
サ
ラ
ダ
泊
に
ビ
タ
ミ
ン
芭

を
加
え
、
海
穫
の
皮
膜
で
く
る
ん
だ
人

工
イ
ク
ラ
ま
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
本
物
は
高
価
で
す
が
、
な

か
に
は
、
カ
ニ
も
ど
き
が
タ
ラ
バ
ガ
ニ

の
加
分
の
1
の
値
段
、
な
ど
と
い
う
安

さ
の
も
の
も
あ
り
、
模
造
品
と
わ
か
っ

て
い
て
も
、
な
ん
と
な
く
食
卓
が
リ
ッ

チ
に
な
っ
た
よ
う
な
気
に
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。本
物
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
脂
肪

が
多
す
ぎ
て
体
に
よ
く
な
い
も
の
で
も

コ
ピ
!
な
ら
大
丈
夫
、
と
い
う
の
が
水

産
練
り
製
品
の
コ
ピ

i
食
品
。
例
、
え
ば

魚
肉
蛋
白
は
、
高
蛋
白
で
低
脂
肪
、
イ

ク
ラ
の
コ
ピ
ー
は
ヨ

i
ド
や
カ
ル
シ
ウ

ム
が
曲
一
旦
官
聞
で
低
カ
ロ
リ
ー
と
い
う
よ
う

に
。
ま
た
、
昔
、
人
造
バ
タ
i
と
呼
ば

れ
て
パ
カ
に
さ
れ
た
マ
ー
ガ
リ
ン
が
今

や
良
質
な
植
物
性
蛋
白
食
品
の
地
位
を

得
た
の
も
、
そ
の
代
表
と
い
え
ま
す
。

省
資
源
時
代
に
ピ
ッ
タ
リ
と
受
け
入

れ
ら
れ
た
の
が
こ
れ
ら
の
コ
ピ

l
食
品

た
ち
で
す
。

食
品
を
選
ぶ
場
合
は
、
表
示
を
よ
く

見
て
、
安
全
性
を
確
か
め
て
か
ら
使
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

(
栄
養
士
・
野
口
洋
子
記
)
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